












平成30年産米の追加集荷のお知らせ平成30年産米の追加集荷のお知らせ平成30年産米の追加集荷のお知らせ
〇対 象 品 種

〇検査日・場所

〇買取価格（税込）
コシヒカリ 1等 14,500円／俵

2等 14,000円／俵
3等 13,000円／俵

〇出荷時の注意点
（１）栃木・大平地区の組合員で出荷される方は、上記検査日に印鑑持参の上直接搬入してください。
　   上記以外の地区は、該当地区センターへ連絡してください。（検査日前の事前受付も可能です）
（２）農産物検査を行いますので、必ず新袋での出荷をお願いします。

岩 舟
藤 岡
大 平

壬 生
都 賀
栃 木

搬入時間検査場所対象地区検査日

水代ライスセンター倉庫

藤田倉庫

令和元年5月22日（水） 午前10:00まで

農作業事故
田植え機の事故
農作業事故
田植え機の事故

事例人間工学専門家●石川文武

田植え機での死亡事故件数はそれほど多くはありませんが、負傷事故は発生しています。
使用時間当たりでの事故発生率は決して低くはありません。

事例1
　

　対策…

事例2

　対策…

事例3
　対策…

田植え中に苗補給のため畦畔（けいはん）際に停車し、苗マットの受け取りのため機械のステップ上を移動し
ていた。長靴の裏に付いていた泥のために滑り、田植え機から転落し負傷した。植えている途中で連続欠株
が発生したので、停止して点検し再開に際し、長靴に付着した泥を落とさずに運転したためである。
田植え機を操作するときは長靴の泥をよく落としましょう。苗マットの補充や補給は足場が滑りにくいこと
を確認しましょう。苗マットの受け渡しには補給者と運転者が最短距離で行えるように位置取りをしま
しょう。2人の距離が遠いと補給者は滑って水田に転倒する可能性があり、また、運転者は無理な姿勢で受
け渡しをするので腰や腕を痛めることがあります。
圃（ほ）場の長辺方向に沿って植えていたところ、片側の前輪と後輪がサブソイラ（排水の暗きょ）を通したと
きの溝にはまり転倒しそうになり、田植え機から放り出され、顔面を打撲した。田植え機の引き出しのため、
植えた苗を踏み荒らし、植え直しを行った。
サブソイラの施工場所を確認し、作業幅のピッチとサブソイラ施工部が一致しないように作業しましょう。
施工直後はサブソイラを通した場所を記憶していますが、数年たつと失念することが多いです。再施工す
るまでは、畦畔際に目印を立てておきましょう。
田植え前の機械調整中に植え付け爪に指先をたたかれ骨折した。
苗のかき取り状態を確認することは大切です。調整するときには必ず作動部を停止させましょう。
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